
　　　　　　　・研究責任者：

総合病院国保旭中央病院で診療を受けられる患者さんへ 2019111903

　当院における破傷風症例の後ろ向き観察研究

　1954年3月31日～2018年3月31日

　旭中央病院における1954年から2018年に臨床的に破傷風と診断され治療が行われた全４８例

　・選択基準

　　　臨床的に破傷風と診断され治療が行われた症例

　・除外基準

　　　臨床的に破傷風と診断され治療が開始されたが、最終的に破傷風ではない診断がついた症例

　　　その他、研究責任(分担)者が研究対象者として不適当と判断した症例

１．研究課題名

２．研究の対象患者

３．研究の対象期間

研究の対象になる可能性がある患者さんで、診療情報が研究目的で利用されることを望まれない方は、

総合病院国保旭中央病院では、以下の研究を実施しております。

　　　 　　 　電話：0479-63-8111㈹

　　　　　　　・臨床研究支援センター

下記のお問い合わせ先にご連絡下さい。

４．研究の概要

５．研究実施予定期間

６．研究に用いる試料・情報の種類

７．お問い合わせ先

　　（連絡先）地方独立行政法人 総合病院国保旭中央病院

　2019年10月17日～2020年12月31日

総合診療内科　山田　悟史

　　本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。

　　ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保証に支障がない範囲内で、研究計画書

　及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。

　　また、試料・情報が当該研究に用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理人の方に

　ご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出下さい。その場合でも

　患者さんに不利益が生じることはありません。

　　破傷風はトキソイドの普及に伴い,年間120名程度まで症例数は低下し、単一施設の症例集積研究は限

　られる。旭中央病院における経験症例を後ろ向きに分析して報告を行う。

〔研究対象者背景〕：生年月日、年齢、性別、身長、体重、入院日、退院日、既往歴、外傷歴、土壌暴露

　　歴、外傷から初期症状までの期間、初期症状から入院日まで、入院から診断までの期間、症状、症状

　　の出現した順番、経過、重症度(Ablett分類)、治療内容と治療成績、挿管日数、ＩＣＵ滞在日数、気

　　管切開の有無、転帰、合併症、最終観察日・観察項目、入退院日、診断までに受診した医療機関・診

　　療科、診断までに行った検査、診断された場所、診断根拠、

〔血液学的検査〕：ＲＢＣ、Ｈｂ、ＷＢＣ、Ｎｅｗ(％)、Ｌｙｍ(％)

〔血液生化学的検査〕：ＢＳ､ＨｂＡ１ｃ､ＬＤＬ､ＨＤＬ､Ｔ-ＣＨＯ､ＴＧ､ＢＵＮ､Ｃｒｅ､ｅＧＦＲ､

　　ＧＯＴ､ＧＰＴ､ＬＤＨ､ＣＫ､ＢＵＮ､ＣＲＰ､ＴＰ､ＡＬＢ､Ｎａ､Ｋ､Ｃｌ､Ｃａ


